二本松市道除雪業務に関するアンケート
会社名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇オペレーターの不足状況（現状把握）
【設問　１】　貴社における、今冬の除雪オペレーター（運転手・作業員）の確保状況について教えてください。（1つ選択）
1． 十分に確保できている
2． なんとか必要人数は確保できているが、余裕はない
3． 必要人数が不足しており、他部署からの応援や時間外労働で対応している
4． 深刻に不足しており、契約通りの稼働や体制維持が非常に難しい
〇不足による具体的な業務への影響（影響の可視化）
【設問　２】　オペレーター不足により、実際の除雪業務において具体的にどのような問題が発生していますか、または発生する懸念がありますか。　　　（あてはまるものすべて選択 / 複数回答可）
1． 夜間・早朝の出動要請に対し、迅速な対応（初動）が遅れる
2． 1人あたりの拘束時間・時間外労働が長くなり、安全管理や労務管理が限界　　　に近い
3． 熟練オペレーターの不足により、作業品質の低下や苦情の増加に繋がっている
4． 代替のオペレーター（控え）がおらず、体調不良や事故時のカバーができない
5． 路線や担当エリアの縮小・返上を検討せざるを得ない状況にある
6． その他
（自由記述：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
〇行政への要望・対策の方向性（改善案の模索）
【設問　３】　オペレーター不足に対応し、今後も行政の除雪業務を継続していくたに、行政側にどのような対応や支援を求めますか。　　　　　　　　　　　　　（あてはまるものすべて選択 / 複数回答可）
1． 除雪単価の引き上げ（オペレーターの処遇改善・賃金アップのため）
2． 待機手当や拘束時間に対する手当・評価の見直し
3． 降雪初期や深夜など、出動基準（タイミング）の緩和・柔軟化
4． 大型免許や大特免許、車両系建設機械などの資格取得費用の補助
5． スマートフォン等による除雪状況の自動把握（報告業務など事務負担の軽減）
6． その他（自由記述：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
〇自由記述（現場の本音の吸い上げ）
【設問　４】　人手不足（オペレーター不足）により、現在の行政の除雪体制（基準・路線数・予算など）を維持することは可能だとお考えですか。現場の実情や危機感、行政への意見についてご自由にお書きください。
[ 記述欄 ]






〇自社所有機械の維持にともなう経営的負担
【設問　５】　行政の除雪業務に稼働させている「貴社所有（またはリース）」の　　　除雪機械について、維持・管理面での経営的な負担はいかがですか。（1つ選択）
1． 特段の負担にはなっていない（夏期の民間工事等でも有効活用できている）
2． 一定の負担はあるが、現在の行政からの支払額（車検補助など）で相殺できている
3． 降雪量が少ない（稼働が少ない）年は、行政からの支払だけでは維持費や　　リース料が賄えず、赤字補填になっている
4． 稼働に関わらず、機械の維持費（車検、保険、メンテナンス、ローン等）自体が年々高騰しており、所有し続けること自体が限界に近い
〇自社所有機械の「民間」への転用や遊休化の実態
【設問　６】　行政の除雪業務のために確保している自社機械について、本音として　　　　　の活用状況や今後の意向に最も近いものを1つお選びください。
1． 今後も行政の除雪業務に最優先で割り振る予定である
2． 行政の除雪に縛られるため、冬期の民間案件（商業施設の駐車場除雪など）を断らざるを得ず、機会損失（損）になっている
3． オペレーターが不足しているため、機械はあっても動かせず、遊休資産（眠っている状態）になっている
4． 行政除雪の条件（処遇・待機料）が改善されないのであれば、自社機械は民間の有償除雪や、他事業（冬期の別業務）へシフトさせたい（行政には出したくない）
〇自社所有機械の更新（買い替え）への危機感
【設問　７】　今後、現在お持ちの自社除雪機械が更新時期（買い替えや大規模　　　修繕）を迎えた場合、行政の除雪業務を継続するために、新たに機械を投資（購入・再リース）するお考えはありますか。
1． 今後も継続して投資・更新を行う予定である
2． 補助金などの手厚い支援があれば、更新を検討する
3． 現在の行政の契約条件やオペレーター不足を考えると、高額な除雪機械の再投資（更新）はリスクが高すぎるため、行わない（機械の寿命と共に除雪から撤退する）
〇行政への要望（機械に関する具体的な支援）
【設問　８】　自社所有の除雪機械を維持し、今後も行政の除雪に協力していく　　　ために、行政側に最も強く求める支援は何ですか。（2つまで選択）
1． 降雪量に左右されない、固定的な機械維持費（基本料金・待機補償）の支給
2． 実態に合っていない除雪機械損料（単価）の大幅な引き上げ
3． 自社機械から、行政が所有する「貸与機（無償）」への切り替え
4． 民間機械を所有・更新する際の新車購入補助金やリース料の助成
5． その他（自由記述：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）





〇除雪業務を引き受けている主たる理由（本音のあぶり出し）
【設問　９】　貴社が現在、行政の除雪業務を引き受けられている主な理由は　　　　何ですか。（あてはまるものを3つまで選択）
1． 採算が取れており、冬期の貴重な収入源になっているから
2． 自社で雇用しているオペレーターの、冬期の雇用（仕事）を維持するため
3． 地域のインフラや生活を守るという「地域貢献・社会的責任」の意識から
4． 過去からの付き合いや、地元の要請を断りにくい環境にあるから
5． 行政の他業務（夏期の土木工事など）の入札・指名への影響を考慮して
6． その他（自由記述：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
〇現在の処遇（特に待機料）と負担への本音
【設問　１０】　現在の行政の契約条件（除雪単価・待機手当の有無や支給基準　　　など）について、オペレーター不足の現状を踏まえた上で、貴社の　経営的な本音に最も近いものを1つお選びください。
1． 適切な対価（待機料等）が支払われており、不満はない
2． 負担はあるが、現在の条件であればなんとか許容範囲内である
3． 待機料が出ない（または不十分な）中で人手を確保・待機させるのは、経営的に限界に近い
4． オペレーター不足と待機料が出ない現状を考慮すると、本音を言えば「これ以上除雪業務は引き受けたくない（辞めたい）」



〇業務継続への危機感（撤退の可能性）
【設問　１１】　「オペレーター不足」と「待機補償等の処遇」が現状のまま改善　　　　されない場合、貴社における今後の除雪業務への対応はどうなる　見込みですか。（1つ選択）
1． 現状の体制（路線数・エリア）を今後も維持できる
2． 体制は維持するが、作業品質の低下や対応の遅れは避けられない
3． 人手や採算の限界から、担当路線やエリアの「縮小・一部返上」を検討せざるを得ない
4． 近い将来、除雪業務そのものからの「完全撤退（返上）」を検討せざるを得ない
【設問　１２】　現在の人員体制（高齢化や若手不足）や経営的負担を考慮した際、御社が除雪業務を維持できる「期間」はあとどのくらいだと想定されますか？
1. 今後5年以上は維持できる見込み
2. あと3年〜4年程度が限界である
3. あと1年〜2年以内に体制が崩壊（または撤退）するリスクがある
4. 既に限界を迎えており、今シーズン限りにしたい





〇自由記述（やむなく続けている現場の苦悩）
【設問　１３】　「地域貢献のためにやむなく引き受けているが、経営面・人手面で　これ以上の継続は極めて厳しい」といった現場の実情や、行政に対して「ここを変えてくれなければもう続けられない」という切実なご意見があれば、守秘を徹底いたしますので、本音をお聞かせください。
[ 記述欄 ]













